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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 8,639 11.2 403 144.1 414 314.6 226 ―
25年3月期第2四半期 7,766 0.0 165 △62.3 99 △75.3 △138 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 711百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △314百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 14.19 14.11
25年3月期第2四半期 △8.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 23,494 19,209 81.6 1,202.36
25年3月期 22,817 18,662 81.6 1,169.09
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  19,162百万円 25年3月期  18,623百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
25年3月期期末配当金の内訳 創立90周年記念配当 1円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 8.00 ― 11.00 19.00
26年3月期 ― 8.00
26年3月期（予想） ― 10.00 18.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,694 10.4 725 △0.0 661 △9.7 383 ― 24.08



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 詳細は、添付資料P.3「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があることをお含みおき下さい。業績予想に関連する事項については、添付資料P.3「連結業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 16,114,089 株 25年3月期 16,114,089 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 176,617 株 25年3月期 184,497 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 15,934,099 株 25年3月期2Q 16,077,064 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)におけるわが国経済は、政府

の経済政策や日銀の金融緩和などの効果により、円安・株高が進行し、企業収益や雇用情勢の改善がみら

れるなど緩やかな回復基調となりました。しかし一方で、中国経済の減速や米国の財政問題など下振れ要

因も存在し、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、8,639百万円と前年同期

比873百万円(11.2%)の増収となりました。売上高に含まれる海外売上高は、2,350百万円(対売上高27.2%)

と、前年同期比573百万円(32.3%)の増収となりました。 

利益面は販売活動費用などの積極的な投入により、販売費及び一般管理費が前年同期比265百万円 

(6.5%)増加しましたが、増収効果により営業利益は403百万円と前年同期比238百万円(144.1%)の増益とな

りました。さらに為替の影響などにより営業外損益が好転したため、経常利益は414百万円と前年同期比31

4百万円(314.6%)の増益となり、税金費用を差し引いた四半期純利益は226百万円となり、前年同期比364百

万円の増益となりました。 

 

(デンタル関連事業) 

国内では、当第２四半期連結累計期間に市場投入したデジタル口腔撮影装置「アイスペシャルＣ-Ⅱ」や

自己接着性レジンセメント「ビューティセムSA」、また前連結会計年度に市場投入した歯科用多目的超音

波治療器「エアフローマスター ピエゾン」などの新製品が売上に寄与したことにより、前年同期比増収と

なりました。また海外においても、北米・中南米や欧州で堅調に推移し、さらに円安による為替の影響も

あり、前年同期比増収となりました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、7,708百万円と前年同期比812百万円(11.8%)の増

収となり、販売費及び一般管理費は増加したものの、増収効果により営業利益は372百万円と前年同期比177

百万円 (90.4%)の増益となりました。 

 

(ネイル関連事業) 

 ネイル関連事業の市場は、引き続き拡大傾向が予想される一方で、価格・品質競争は今後もさらに激し

さを増すことが見込まれます。このような事業環境の中、平成25年６月に松風本社にネイル事業部を発足

させ、商品開発・品質管理から製造・販売までの事業体制を整備・強化いたしました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、海外売上が好調に推移し、889百万円と前年同期比59百万円

(7.2%)の増収となりました。利益面は増収効果に加え、のれん償却費の負担がなくなったことなどにより

販売費及び一般管理費が減少し、営業利益は17百万円と黒字に転じ、前年同期比59百万円の増益となりま

した。 

 

(その他の事業) 

 当社グループの株式会社昭研におきまして、歯科用研磨材の生産技術を応用し、工業用研磨材を製造販

売しております。当第２四半期連結累計期間の売上高は、42百万円と前年同期比0.6百万円(1.5%)の増収と

なり、営業利益は15百万円と前年同期比3百万円(35.2%)の増益となりました。 

 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ677百万円増加し、23,494百万円とな

りました。 

資産は主に、商品及び製品が増加しております。 

負債は、前連結会計年度末に比べ130百万円増加し、4,284百万円となりました。未払法人税等の増加が

主な要因であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ547百万円増加し、19,209百万円となりました。その他有価証券評価

差額金や為替換算調整勘定が増加したことが主な要因であります。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末と同率の81.6%となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

   平成26年３月期の業績予想につきましては、平成25年５月13日に公表いたしました業績予想から修正し

ております。詳細につきましては、平成25年10月28日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。 

      

通期連結業績予想   (単位：百万円) 

  前回予想(A) 今回予想(B) 増減額(B-A) 増減率 

売上高 17,168 17,694 525 3.1% 

営業利益 715 725 9 1.4% 

経常利益 570 661 90 15.9% 

当期純利益 340 383 42 12.6% 

 

なお、為替レートについては、各々次のとおり見直しを行っております。 

米ドル   １ドル  ＝ 97.99円(期初設定レート  85.00円) 

          ユーロ   １ユーロ ＝128.79円(期初設定レート 110.00円) 

英ポンド  １ポンド ＝151.33円(期初設定レート 135.00円) 

    中国人民元 １元   ＝ 15.29円(期初設定レート  13.50円) 

 

 

２． サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用

する方法によっております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

在外連結子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、

在外連結子会社の重要性が増加傾向にあり、一定期間の収益及び費用を換算するにあたり、一時点の為

替相場を用いるより期中平均相場を用いることがより適正な情報開示に資すると判断したため、当第１

四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

なお、当社における決算書類等の文書保存期間は10年と規定されているため遡及適用に係る原則的な

取扱いが実務上不可能であることから、平成15年４月１日より期中平均相場により円貨に換算する方法

を適用しております。 

当会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は12百万円、売上総利益

は15百万円、営業利益は７百万円それぞれ増加し、経常利益は０百万円、税金等調整前四半期純利益は

０百万円それぞれ減少しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累計的影響額が反映され

たことにより、利益剰余金の前期首残高は28百万円増加、為替換算調整勘定の前期首残高は28百万円減

少しております。 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,511 5,148

受取手形及び売掛金 2,649 2,538

有価証券 350 157

商品及び製品 2,330 3,044

仕掛品 675 596

原材料及び貯蔵品 688 843

その他 837 869

貸倒引当金 △78 △66

流動資産合計 12,965 13,131

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 6,348 6,454

減価償却累計額 △4,038 △4,131

建物及び構築物（純額） 2,310 2,323

その他 7,353 7,547

減価償却累計額 △4,491 △4,590

その他（純額） 2,861 2,957

有形固定資産合計 5,171 5,280

無形固定資産 167 143

投資その他の資産   

投資有価証券 3,177 3,554

その他 1,344 1,392

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 4,512 4,937

固定資産合計 9,851 10,362

資産合計 22,817 23,494
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 576 612

短期借入金 980 975

未払法人税等 114 256

役員賞与引当金 3 1

その他 1,295 1,208

流動負債合計 2,969 3,053

固定負債   

退職給付引当金 120 113

その他 1,064 1,117

固定負債合計 1,185 1,230

負債合計 4,154 4,284

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,474 4,474

資本剰余金 4,576 4,576

利益剰余金 9,495 9,542

自己株式 △169 △162

株主資本合計 18,377 18,431

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 644 880

為替換算調整勘定 △398 △149

その他の包括利益累計額合計 245 730

新株予約権 39 47

純資産合計 18,662 19,209

負債純資産合計 22,817 23,494
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 7,766 8,639

売上原価 3,484 3,854

売上総利益 4,282 4,785

販売費及び一般管理費 4,117 4,382

営業利益 165 403

営業外収益   

受取利息 8 11

受取配当金 29 27

会費収入 39 69

為替差益 － 39

その他 71 43

営業外収益合計 149 192

営業外費用   

支払利息 4 4

売上割引 75 80

当社主催会費用 44 83

為替差損 75 －

その他 13 13

営業外費用合計 214 181

経常利益 99 414

特別損失   

投資有価証券評価損 156 －

固定資産除却損 15 －

特別損失合計 171 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△71 414

法人税等 66 187

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△138 226

四半期純利益又は四半期純損失（△） △138 226

㈱松風(7979)　平成26年３月期第２四半期決算短信

- 6 -



 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△138 226

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △115 236

為替換算調整勘定 △61 248

その他の包括利益合計 △176 484

四半期包括利益 △314 711

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △314 711

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日) 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          (単位：百万円) 

報告セグメント 

 デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

調整額 

（注）1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）2 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 6,895 829 41 7,766 ―  7,766 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 2 2 △2  ― 

計 6,895 829 44 7,769 △2 7,766 

セグメント利益又は損失(△) 195 △42 11 164 0 165 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                 (単位：百万円) 

報告セグメント 

 デンタル 

関連事業 

ネイル 

関連事業 

その他の 

事業 
計 

調整額 

（注）1 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）2 

 売  上  高       

 (1) 外部顧客への売上高 7,708 889 42 8,639 ― 8,639 

 (2) セグメント間の   
内部売上高又は振替高

 ― 0 2 2 △2 ― 

計 7,708 889 44 8,642 △2 8,639 

セグメント利益 372 17 15 405 △2 403 

（注）１ セグメント間取引消去によるものであります。 

 ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２. 報告セグメントの変更等に関する事項 

    （在外連結子会社の収益及び費用の換算方法の変更） 

     会計方針の変更に記載のとおり、在外連結子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相

場により円貨に換算しておりましたが、在外連結子会社の重要性が増加傾向にあり、一定期間の収

益及び費用を換算するにあたり、一時点の為替相場を用いるより期中平均相場を用いることがより

適正な情報開示に資すると判断したため、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に

換算する方法に変更しております。 

     当会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメン

ト情報となっております。 

     この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期累計期間の売上高が、デンタル事業におい

ては12百万円、ネイル事業においては０百万円それぞれ増加しております。また、セグメント利益

又は損失は、デンタル事業においては９百万円増加し、ネイル事業においては０百万円減少してお

ります。 
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